
涌谷町で山形県大石田町の在来種を栽培
涌谷町産のそばを大石田町で提供
　令和元年度から涌谷町と友好交流協定を締結してい
る山形県大石田町の特産のそば「来

らい

迎
こ う

寺
じ

在
ざ い

来
ら い

」が小里
地区で栽培されています。
　初年度の試験栽培を経て、3年目を迎えた今年は約
30アールに作付けされました。
　収穫されたそばは、大石田町の各そば店で11月中旬
頃から提供される予定です。友好交流の絆

きずな

の味を堪能
しに大石田町へ出かけてみてはいかがでしょうか。

今年も奈良東大寺に献納します
金のいぶきの収穫体験を実施
　9月28日（火）に、箟岳白山小学校において、涌谷町
のブランド米「金のいぶき」の稲刈りを体験しました。
　この「金のいぶき」は、地域の生産者の協力・指導
の下で、5年生児童が、この春に自らの手で田植えし
たものです。稲刈りも鎌を使った手刈りで収穫し、刈
り取られた稲穂は力を合わせて棒掛けするなど、昔な
がらの稲作文化を体験しました。収穫された「金のい
ぶき」は、今年度も奈良東大寺の大仏殿に献納される
予定です。

アメリカ合衆国カリフォルニア州からのお客さま
リホさんが来町されました
　平成4年から始まった農業者研修と平成6年から始
まった中学生の研修で、アメリカ合衆国カリフォルニ
ア州サリナス市との国際交流に、現地コーディネー
ターとして長年携わっていただいたリホさんが、9月
16日（木）に涌谷町役場を訪れました。
　現在、涌谷町の財政再建のため休止中の国際交流の
あり方について、涌谷町国際化協会の後藤会長も交え
て意見交換を行いました。

日本遺産「みちのくＧＯＬＤ浪漫」関連事業
東北ＤＣ地域連携講座を開講しました
　9月22日（水）と10月11日（月）の2回にわたり、東京
都神田にある大人の休日倶

く

楽
ら

部
ぶ

趣味の会・神田教室に
おいて、東北デスティネーションキャンペーン地域連
携講座として、日本遺産「みちのくＧＯＬＤ浪漫」に
かかわる講座を実施しました。気仙沼市鹿折金山資料
館長の豊

とよ

田
だ

康
や す

弘
ひ ろ

氏と東北歴史博物館学芸部長の千
ち

葉
ば

正
ま さ

利
と し

氏が登壇し、歴史や文化、地質学などさまざまな観
点から「みちのくＧＯＬＤ浪漫」についてお話しいた
だきました。
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悲惨な交通死亡事故の発生を防ぐため
秋の交通安全運動を実施しました
　9月21日（火）から9月30日（木）までの10日間、秋の
交通安全町民総ぐるみ運動が展開されました。
　9月29日（水）の薄暮時間帯には、国道346号線と
108号線が交差し、涌谷町の交通の要衝である下道交
差点において「夕暮れ時の交通事故防止作戦」と題
し、遠田警察署と交通指導隊が連携して、ドライバー
に向けて〈午後4時ライトオン〉などを呼びかけました。
交通指導隊の皆さんは反射ベストを着用し、また反射
材を用いたサインボードを掲げて、その有効性につい
ても啓発をしました。
　夕暮れが早まるこれからは、歩行者がはねられる事
故が多発します。ドライバーは、早めのライトオンで
歩行者に車の接近を知らせ、歩行者や自転車は反射材
を着用しましょう。なお、反射材を総務課で1人に1本
ずつ無料配布しています。
　また、翌9月30日（木）には、同じく下道交差点にお
いて、全国一斉のキャンペーン「交通事故死ゼロを目
指す日」の取り組みを遠田地区合同で行いました。交
通死亡事故が起きないように、安全運転を呼びかける
ボードを国道の両側で掲げて通行するドライバーに呼
びかけました。
　痛ましい交通死亡事故が起こらない、安全安心なま
ちづくりのため一人一人の「交通安全」をお願いします。

涌谷中学校3年生が居住地域の防災を考える
防災教育居住地学習を実施しました
　10月5日（火）に、涌谷中学校3年生の生徒が、自分
が住んでいる地域の防災活動における中学生のかかわ
り方を探ることを目的とした防災教育居住地学習が実
施されました。
　行政区の1区・2の1区・2の2区・2の3区では、二
の袋生活センターを会場に、合同で実施されました。
　講師は、2の2区行政区長で、防災士の資格を持つ吉

よし

目
め

木
き

克
か つ

彦
ひ こ

氏が務めました。
　講義では、水害と地震災害の恐ろしさを理解するた
め、二の袋生活センター近くの堤防にも出向きました。
そして、豪雨による堤防決壊・越水の仕組みや東日本
大震災の際に堤防が崩落したことなど、知識に自身の
経験も交えて分かり易く解説していました。
　また、各行政区ごとに配備されている防災資機材や
災害時に個別に使用できる防災行政無線、防災マップ
を用いた適切な避難方法、水害と地震災害の避難所の
違いなど、防災にかかわる知識を深めていきました。
　最後に、地震災害が起きた際に、適切に身を守るた
めの訓練として、シェイクアウト訓練を全員で実施し
ました。
　質疑応答では、高齢者が避難に遅れた場合はどうし
たら良いかといった災害を自分事として捉えた質問が
され、防災意識の高揚にもつながっていました。
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日本遺産「みちのくＧＯＬＤ浪漫」を推進
観光ガイド・産業界の人材育成セミナー
　10月8日（金）から令和3年度の日本遺産「みちのく
ＧＯＬＤ浪漫」にかかわる観光ガイドや商品開発・ア
クティビティ開発などの分野で協働する人材を育成す
るセミナー事業を開始しました。
　ガイド人材育成セミナーは、構成市町を有償でガイ
ドをできる人材を育成することを目標に、現地を確認
しながら実施し、商品開発・アクティビティ開発セミ
ナーでは参加者一人一人と密に向き合い、実際の商品
化を目指しながら実施しました。

小学校への通学に備える
こじかクラブ交通教室路上歩行訓練
　交通安全・交通ルールを学ぶこじかクラブ交通教室
で、小学校への入学を来年度に控えた5歳児を対象と
して、路上歩行訓練を実施しています。
　さくらんぼこども園では、10月7日（木）に通学する
月将館小学校周辺の路上で正しい歩行の仕方を学びま
した。路上・死角に潜む危険の確認の仕方や信号の確
認と横断歩道の渡り方、カーブミラーと縁石の役割な
どを一つ一つ丁寧に確認していきました。

子育て支援サークル・おひさまスマイル活動報告
みんなで栗拾いをしよう
　9月17日（金）に、箟岳山の観光栗園で『みんなで栗
ひろいをしよう』を開催しました。当日は無風で栗が
あまり落ちておらず、たくさん拾えない状況でしたが、
子どもたちはひつじの群を見ながらお散歩を楽しむこ
ともできました。
　自然相手のイベントは、天気もタイミングも難しい
のですが、参加してくれた皆さんに広い園内でのびの
びと笑顔いっぱいの時間を過ごしてもらいました。

遠藤釈雄町長コラム

静
せ い

夜
し

思
や

　霜月。毎年、霜の降りる季節になるとある記憶が蘇
よみがえ

る。物音一つしない満月の夜、煌
こ う

々
こ う

として白く冷たい
光に怯

お び

えながら一人歩きで帰宅したことがあった。中
学生の私にとっては恐さを紛

ま ぎ

らす呪文のつもりであっ
たのか、家に辿

た ど

り着くまで大声である言葉を叫び続け
た記憶がある。その言葉とは、
「牀

しょう

前
ぜ ん

月光を看
み

る、疑うらくは是
こ れ

地上の霜かと、頭
こうべ

を
擧
あ

げて山月を望み、頭を低
た

れて故郷を思う」。

　なぜそんな言葉が出たのか解
わ か

らない。臆病故に飛
び出した言葉だったと思う。
《遠藤釈雄町長の公務（9月16日～10月15日）》
● 9月21日㈫	 秋の交通安全運動出発式
	 	（涌谷公民館）
●10月 1日㈮	 涌谷町議会定例会10月会議（役場）
●10月 3日㈰	 第40回全国豊かな海づくり大会
	 	（石巻市）
●10月 4日㈪	 宮城県町村長会議・政務委員会
	 	（仙台市）
●10月14日㈭	 令和3年度宮城県治水大会及び宮城県
	 	 砂防研修会（仙台市）
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More PickUp

健康保険証としても利用できる
マイナンバーカードを作りましょう

▼申請方法
　マイナンバーカードの申請は郵便・パソコン・
スマートフォンから無料でできます。

▼受取方法
　マイナンバーカード交付申請後、約１ヵ月で交付通知
書（はがき）が送付されます。マイナンバーカードの受取
の際には、本人確認が必要です。交付通知書と通知カー
ド、免許証などの本人確認書類を持参し、役場町民生活
課窓口までお越しください。

令和3年10月からマイナンバーカード
が健康保険証として利用できるように
なりました

　令和3年10月から、医療機関や薬局の受付でマイナン
バーカードをカードリーダー（読み取り機）にかざすだけ
で、保険証を提示しなくても受診できるようになります。
現在使用している保険証は引き続き利用できます。
　なお、マイナンバーカードを健康保険証として利用す
るには事前に「マイナポータル（パソコン）」や「マイナ
ポータルアプリ（スマートフォン）」から申し込みをする
必要があります。パソコンから申し込む場合は、ICカー
ドリーダーが必要です。スマートフォンから申し込む場
合はマイナポータルアプリをインストールしてくださ
い。また、医療機関や薬局によって開始時期が異なりま
す。事前にご確認ください。

▼マイナンバーカードで受診するメリット
　就職や転職、引越をしても健康保険証として使用し続
けられます。ただし、健康保険の加入・脱退の届け出は
必要です。
　マイナポータルを通じた医療費情報の自動入力で、確
定申告の医療費控除が簡単にできます。

【マイナンバーカードにかかわる問い合わせ先】

▼取得について
　町民生活課総合窓口班 ☎43-2113

▼健康保険証としての利用について
　健康課国保介護班 ☎25-7972

▼制度など総合的な問い合わせについて
　マイナンバー総合フリーダイヤル
　☎0120-95-0178

　マイナンバーカードは、住民の皆さんが申請し交付されるプラスチック製のICチップ付きカードです。カードのオ
モテ面には本人の顔写真と氏名・住所・生年月日・性別が記載され、本人確認のための身分証明書として利用できます。

☆３歳以上のお子さんは、いつでもピアノ無料体験できます。
☆電子オルガン (エレクトーン )もレッスンできます。

♪佐藤音楽教室　生徒募集

【教室所在地】
涌谷教室 (☎42-3077)
※涌谷第一小学校・福祉センター近く
古川教室 (☎22-1610)
※古川第四小学校近く・ブックオフ隣

ホームページはこちら！ http://satoongakukyousitu.blog.fc2.com/
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障
害
者
な
ど
就
職
が
困
難
な
人
の

雇
用
の
促
進
を
図
る
た
め
の
支
援

制
度
で
す
。

　
労
働
保
険
へ
の
加
入
が
未
手
続

き
の
場
合
は
、
速
や
か
に
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
か
公
共
職
業

安
定
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

古
川
労
働
基
準
監
督
署

☎
22
ー
２
１
１
２

古
川
公
共
職
業
安
定
所

☎
22
ー
２
３
０
５

11
月
９
日
～
11
月
15
日

秋
の
火
災
予
防
運
動

　
火
気
の
使
用
が
増
え
て
く
る
時

期
に
大
切
な
住
宅
防
火
と
命
を
守

る
た
め
の
10
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

し
ま
す
。

【
４
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
③

コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば

を
離
れ
な
い
④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ホ

コ
リ
を
清
掃
し
不
必
要
な
プ
ラ
グ

は
抜
く

【
６
つ
の
対
策
】

①
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
な
ど
は
安

全
装
置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す

る
②
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期

点
検
し
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
９
月
分
受
分
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税

　
全
国
の
１
８
１
人
の
皆
さ
ま

 

３
５
８
万
４
千
円

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
一
助
と
し
て

　
コ
ロ
ナ
を
ぶ
っ
飛
ば
せ
親
睦
交

流
コ
ン
ペ 

代
表  

本
間
伸
一
さ
ま

 

１
万
円

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て

　
匿
名
さ
ま 

５
万
円

　
日
本
自
動
ド
ア
株
式
会
社
仙
台

営
業
所
さ
ま

 

自
動
ド
ア
装
置
１
台

▼
災
害
対
策
の
一
助
と
し
て

　
ヴ
ィ
ー
ナ
・
エ
ナ
ジ
ー
・
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
さ
ま

　
ポ
ー
タ
ブ
ル
太
陽
光
パ
ネ
ル
・

 

バ
ッ
テ
リ
ー
・
充
電
式
ラ
イ
ト

 

一
式

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　
☎
43
―
２
１
１
１

11
月
30
日
は

「
年
金
の
日
」
で
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
一

人
一
人
が
『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
期

の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
せ
て

い
た
だ
く
日
」
と
し
て
、
11
月
30

日
を
「
年
金
の
日
」
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
で
自
ら
の
年
金
記
録
や

年
金
見
込
額
を
確
認
し
、
将
来
の

生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
い
つ
で
も
自
分
の
年
金
記
録
を

確
認
で
き
る
他
、
年
金
見
込
額
の

試
算
も
で
き
ま
す
。

　
利
用
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
５
ー
１
１
６
５

防
災
行
政
無
線
に
よ
る

緊
急
地
震
速
報
訓
練
を

実
施
し
ま
す

　
全
国
一
斉
に
「
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）」
を
用

い
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
放
送
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
実
際
の
災
害
と
間
違
え
な
い

よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
全
国

的
な
訓
練
の
た
め
、
国
や
県
の
判

断
で
予
告
な
し
に
中
止
ま
た
は
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
時　
11
月
５
日（
金
）10
時
頃

▼
放
送
内
容

♪
上
り
チ
ャ
イ
ム
♪

た
だ
い
ま
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い

ま
す
。

　
♪
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
♪

　
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。

こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
。（
×
３
）

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。

♪
下
り
チ
ャ
イ
ム
♪

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
防
災
交
通
班

☎
43
ー
２
１
１
６

事
業
主
の
皆
さ
ま

労
働
保
険
の
加
入
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か
？

　
労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
と
を
総
称
し
た
も
の
で
、

労
働
者
が
安
心
し
て
働
く
た
め
の

国
の
制
度
で
す
。

　
労
働
保
険
の
う
ち
労
災
保
険
は
、

業
務
上
ま
た
は
通
勤
途
上
の
災
害

で
被
災
し
た
場
合
に
、
療
養
な
ど

に
対
す
る
給
付
や
社
会
復
帰
の
た

め
の
援
助
を
行
う
制
度
で
す
。
ま

た
、
雇
用
保
険
は
、
失
業
し
た

場
合
に
再
就
職
の
た
め
の
給
付
を

行
う
他
、
失
業
の
予
防
や
高
年
齢
、

③
部
屋
を
整
理
整
頓
し
寝
具
や
衣

類
、
カ
ー
テ
ン
は
防
炎
品
を
使
用

す
る
④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消

す
た
め
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
使

い
方
を
確
認
し
て
お
く
⑤
お
年
寄

り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、
避

難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確
保

し
備
え
て
お
く
⑥
防
火
防
災
訓
練

へ
の
参
加
や
戸
別
訪
問
な
ど
で
地

域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
行
う

▼
問
い
合
わ
せ
先

遠
田
消
防
署　
☎
43
ー
２
３
５
１

自
宅
な
ど
か
ら
の
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
で
の
確
定
申

告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
税
務
署
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利

用
し
、
自
宅
な
ど
か
ら
の
ｅ-

Ｔ

ａ
ｘ
や
印
刷
し
て
郵
送
す
る
な
ど

の
確
定
申
告
を
お
勧
め
し
て
い
ま

す
。
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
場

合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取
対
応

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
簡
単
に
手

続
き
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

古
川
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

☎
22
ー
１
７
１
１（
代
表
）
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コロナ対策

▼
問
い
合
わ
せ
先

遠
田
商
工
会
小
牛
田
事
業
所

担
当　
白
石　
☎
33
ー
２
３
０
９

全
国
一
斉

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
強
化
週
間

　
仙
台
法
務
局
と
宮
城
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
と
定
め
、
時
間
を
延
長

し
て
電
話
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
ハ
ラ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ

い
て
人
権
擁
護
委
員
が
電
話
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
予

約
は
不
要
。
秘
密
は
厳
守
。

▼
強
化
期
間　
11
月
12
日（
金
）

　
　
　
　
　
～
11
月
18
日（
木
）

▼
相
談
受
付
時
間

平
日
：
８
時
30
分
～
19
時

土
日
：
10
時
～
17
時

▼
相
談
番
号

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
８
１
０

▼
事
前
問
い
合
わ
せ
先

仙
台
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
０
２
２
ー
２
２
５
ー
５
７
４
３

は
２
千
円
。
品
質
保
持
の
た
め

ク
ー
ル
便
を
使
用
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

涌
谷
町
観
光
物
産
協
会

☎
43
ー
２
１
１
９

事
業
承
継
個
別
相
談
会

を
開
催
し
ま
す

　
遠
田
商
工
会
で
は
美
里
・
涌
谷

両
町
の
協
力
の
下
、
宮
城
県
事
業

承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の

専
門
家
に
よ
る
事
業
承
継
個
別
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
費
用

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
会
場
ご
と
の
日
時　
相
談
は
完

全
予
約
制
で
10
時
か
ら
15
時
の
間

で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談

時
間
は
１
コ
マ
60
分
で
す
。

▽
涌
谷
会
場　
遠
田
商
工
会
涌
谷

事
業
所
・
11
月
４
日（
木
）、
涌
谷

町
役
場
西
庁
舎
第
２
会
議
室
・
12

月
２
日（
木
）

▽
美
里
会
場　
起
業
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｂ
ｉ
・
11
月
18

日（
木
）・
12
月
16
日（
木
）

▼
申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
相
談
希
望
日
の

前
週
金
曜
日
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の

会
場
に
直
接
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
各

会
場
ま
た
は
遠
田
商
工
会
各
事
業

所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
み
や
マ
リ
！
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

宮
城
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
ー
７
９
７
ー
３
０
８
３

簡
易
型
警
告
自
動
通
話

録
音
機
で
特
殊
詐
欺
か

ら
大
切
な
財
産
を
守
る

　
遠
田
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
で

は
、
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
を
推
進

す
る
た
め
、
既
存
の
電
話
機
に
設

置
で
き
る
簡
易
型
警
告
・
自
動
通

話
録
音
機
を
購
入
し
ま
し
た
。
希

望
者
は
、
遠
田
警
察
署
生
活
安
全

課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
な
く

な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

遠
田
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
33
ー
２
３
２
１

わ
く
や
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ク

冬
２
０
２
１

　
お
世
話
に
な
っ
た
人
や
遠
く
離

れ
た
家
族
や
友
人
に
、
涌
谷
の
味

を
送
り
ま
せ
ん
か
？

▼
受
付
期
間　
11
月
１
日（
月
）　

　
　
　
　
　
～
11
月
26
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

17
時
ま
で

▼
城
山
・
黄
金
各
パ
ッ
ク
５
千
円

▼
箟
岳
・
天
平
各
パ
ッ
ク
３
千
円

送
料
は
１
パ
ッ
ク
千
円
。
沖
縄
県

お知らせ イベント相談 募集

令
和
３
年
度

涌
谷
町
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す

　
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
、

避
難
所
の
設
置
運
営
な
ど
を
目
的

と
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

訓
練
に
伴
い
、
防
災
行
政
無
線
と

緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま
す
。

実
際
の
災
害
と
間
違
わ
な
い
よ
う
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
対
象

者
以
外
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
11
月
27
日（
土
）

　
　
　
　
７
時
～
12
時

▼
場
所　
涌
谷
第
一
小
学
校

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
防
災
交
通
班

☎
43
ー
２
１
１
６

み
や
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
「
み
や
マ
リ
！
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
宮
城
県
で
は
今
年
度
か
ら
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
新
た
に
「
み
や
ぎ

結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
『
み
や
マ

リ
！
』」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で

個
別
の
出
会
い
の
場
の
提
供
や
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
探

し
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
周
辺
の

清
掃
に
努
め
ま
し
ょ
う

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
地
中
に
設
置

し
て
い
る
た
め
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
に
土
砂
や
枯
葉
が
溜
ま
り
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
冬
場

は
積
雪
に
よ
り
隠
れ
て
し
ま
い
見

つ
け
に
く
く
な
る
た
め
、
日
頃
か

ら
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
の
清

掃
を
行
い
、
検
針
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課
上
水
道
班

☎
43
ー
２
１
３
１

令
和
４
年
版

み
や
ぎ
手
帳
の

申
し
込
み
を
受
付
中
で
す

　
令
和
４
年
版
み
や
ぎ
手
帳
は
、

見
や
す
い
使
い
や
す
い
月
間
予
定

表
と
日
記
、
国
・
県
・
市
町
村
の

最
新
統
計
資
料
な
ど
を
収
録
。

　

大
き
さ
は
15
㎝
×
８・
８
㎝
、

価
格
は
６
０
０
円（
消
費
税
込
）。

色
は
、
紺
と
ス
カ
イ（
む
す
び
丸

デ
ザ
イ
ン
）の
２
色
展
開
で
す
。

▼
申
込
締
切　
11
月
30
日（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
班

☎
43
ー
２
１
１
２
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毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日
９
時
～
15

時
に
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
な
る
べ
く
電
話
で
の
相
談

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

町
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

▼
募
集
住
宅
の
概
要

▼
申
込
期
間　
11
月
１
日（
月
）

　
　
　
　
　
～
11
月
15
日（
月
）

▼
抽
選
予
定
日　
11
月
22
日（
月
）

　
複
数
申
込
の
場
合
は
抽
選

▼
入
居
可
能
日　
12
月
中
旬
以
降

▼
入
居
要
件　
暴
力
団
で
は
な
い

こ
と
や
持
ち
家
が
な
い
、
町
税
な

ど
を
完
納
し
て
い
る
な
ど
の
入
居

要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
物　
認
印（
申
込
時
）

▼
申
込
方
法　
建
設
課
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
都
市
計
画
班

☎
43
ー
２
１
２
９

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

《
自
衛
官
候
補
生
》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
33
歳
未
満

▼
受
付
期
間　
通
年
で
募
集
中

《
貸
費
学
生
》

▼
応
募
資
格　
大
学
の
理
学
部
・

工
学
部
の
３・４
年
次
な
ど

▼
受
付
期
間　
10
月
１
日（
金
）

　
　
　
　
　
～
１
月
14
日（
金
）

▼
試
験
日　
１
月
29
日（
土
）

《
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒（
推
薦
・
一
般
）》

▼
応
募
資
格

▽
推
薦　
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒

会
活
動
な
ど
に
顕
著
な
成
績
を
修

め
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人

▽
一
般　
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間

▽
推
薦　
11
月
１
日（
月
）

　
　
　
～
12
月
３
日（
金
）

▽
一
般　
11
月
１
日（
月
）

　
　
　
～
１
月
14
日（
金
）

▼
試
験
日

▽
推
薦　
１
月
８
日（
土
）～
11
日

（
火
）（
い
ず
れ
か
指
定
の
１
日
）

▽
一
般 

１
月
22
日（
土
）～
23
日

（
日
）い
ず
れ
か
指
定
の
１
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
石
巻

地
域
事
務
所

☎
０
２
２
５
ー
83
ー
６
７
８
９

会
計
年
度
任
用
職
員

歯
科
衛
生
士
を
募
集

▼
対
象　
歯
科
衛
生
士
免
許
を
取

得
し
、
心
身
と
も
に
健
康
な
人

▼
業
務
内
容　
乳
幼
児
健
診
の
歯

科
保
健
指
導
や
歯
科
デ
ー
タ
入
力
、

幼
稚
園
・
学
校
で
の
歯
科
保
健
指

導
な
ど

▼
勤
務
時
間　
月
１
～
２
回
、

　
　
　
　
　
　
半
日
程
度

▼
申
込
方
法　
町
民
医
療
福
祉
セ

ン
タ
ー
健
康
課
に
履
歴
書（
本
人

自
筆
・
写
真
添
付
）と
歯
科
衛
生

士
免
許
の
写
し
を
持
参
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
健
康
づ
く
り
班

☎
25
ー
７
９
７
３

令
和
４
年
度

町
立
幼
稚
園
の
入
園

児
童
を
募
集
し
ま
す

▼
入
園
資
格　
涌
谷
町
在
住
の
３

歳
児
か
ら
５
歳
児
が
対
象
で
す
。

４
歳
児
・
５
歳
児
は
未
入
園
児
に

限
り
ま
す
。

・
３
歳
児（
平
成
30
年
４
月
２
日 

　
～
平
成
31
年
４
月
１
日
）

・
４
歳
児（
平
成
29
年
４
月
２
日 

　
～
平
成
30
年
４
月
１
日
）

・
５
歳
児（
平
成
28
年
４
月
２
日 

　
～
平
成
29
年
４
月
１
日
）

▼
施
設
ご
と
の
通
園
区

▽
涌
谷
幼
稚
園（
☎
43
ー
３
３

４
３
）１
区
～
６
区

▽
涌
谷
南
幼
稚
園（
☎
43
ー

２
２
６
０
）７
区
～
11
区
、
八
雲

区▽
の
の
だ
け
幼
稚
園（
☎
45
ー

２
１
１
８
）箟
岳
白
山
小
学
校
区

▽
さ
く
ら
ん
ぼ
こ
ど
も
園（
☎
43

ー
６
６
８
１
）月
将
館
小
学
校
区

▼
受
付
期
間　
11
月
８
日（
月
）

　
　
　
　
　
～
11
月
30
日（
火
）

　
土
日
祝
日
を
除
く
９
時
～
16
時

▼
申
請
方
法　
入
園
児
同
伴
で
通

や
め
ら
れ
な
い
!?

占
い
サ
イ
ト
に

気
を
付
け
て

《
相
談
事
例
》

　
占
い
サ
イ
ト
の
広
告
を
見
て
、

無
料
で
鑑
定
し
て
く
れ
る
と
い
う

の
で
登
録
し
た
。
占
い
師
か
ら

「
あ
な
た
に
は
強
い
守
護
霊
が
い

る
」
な
ど
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

信
用
し
て
し
ま
い
、
占
い
師
が
指

示
す
る
言
葉
を
送
り
返
す
よ
う
に

言
わ
れ
返
信
し
続
け
た
。
や
り
と

り
に
は
有
料
の
ポ
イ
ン
ト
が
必
要

で
「
今
や
め
た
ら
幸
せ
は
来
な

い
」
と
言
わ
れ
、
気
づ
い
た
ら
約

１
２
０
万
円
も
支
払
っ
て
い
た
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

　
占
い
サ
イ
ト
の
中
に
は
、
広
告

な
ど
で
無
料
鑑
定
と
う
た
い
な
が

ら
有
料
サ
ー
ビ
ス
に
誘
導
さ
せ
る

サ
イ
ト
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
氏

名
や
生
年
月
日
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
な
ど
の
個
人
情
報
を
入
力
す
る

と
、
大
量
の
迷
惑
メ
ー
ル
が
届
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
無
料
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
気
軽
に
登
録
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
怪
し
い
・
や
め
た
い
と
思
っ
た

ら
、
退
会
す
る
前
に
や
り
と
り
の

記
録
を
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

支
払
っ
た
料
金
な
ど
の
返
金
を
求

め
る
た
め
の
証
拠
と
な
り
ま
す
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
参
考
資
料
）

申し込みは、1世帯につき1戸に限ります。駐車場は別途月額2千円かかります。
リフォームしていますが、建設から20年以上経過しているため、経年劣化部
分があります。

住宅名 家賃月額 間取

八雲住宅
312号・523号

23,500円～46,300円（312号）
23,700円～46,500円（523号）

3DK
（2部屋とも）

階層 世帯人数 戸数

1階（312号）
2階（523号） 2人以上 各1戸
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了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
文
化
財
保
護
班

☎
43
ー
３
０
０
１

０
歳
児
か
ら
の
音
楽
会

ロ
バ
の
音
楽
座

　
温
も
り
の
あ
る
音
色
の
古
楽
器

や
子
ど
も
た
ち
の
創
造
力
を
か
き

た
て
る
空
想
楽
器
に
よ
る
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

▼
日
時　
12
月
５
日（
日
）11
時

　
　
　
　
開
場
10
時
30
分

▼
場
所　
涌
谷
公
民
館

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
方
法　
子
ど
も
の
丘
保
育

所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
の
丘
保
育
所

☎
87
ー
５
３
３
１

涌
谷
町
国
際
化
協
会
主
催

韓
国
料
理
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
外
国
の
料
理
を
作
る
こ
と
で
、

海
外
の
食
文
化
に
触
れ
、
国
際
理

解
を
深
め
ま
せ
ん
か
？
今
回
は
、

韓
国
の
家
庭
料
理
「
チ
ヂ
ミ
」
を

作
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
作
っ
た
料
理
は
お

氏
、
バ
イ
オ
リ
ン
：
佐さ

藤と
う

実さ
ね

治は
る

氏
、

ピ
ア
ノ
：
及お

い

川か
わ

久く

美み

子こ

氏

▼
申
込
方
法　
11
月
10
日（
水
）ま

で
左
記
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
し
込
み
先

ま
ち
か
ど
保
健
室 

鈴
木
由
美

☎
０
９
０
ー
２
９
８
５
ー
４
０
５
１

武
家
屋
敷
で
ゆ
っ
く
り

紅
葉
狩
り
し
ま
せ
ん
か
？

　
町
指
定
文
化
財
・
佐
々
木
家
屋

敷
を
公
開
し
ま
す
。

　
秋
も
深
ま
る
こ
の
頃
、
ゆ
っ
く

り
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
武
家
屋

敷
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
期
間　
11
月
３
日（
水
）

　
　
　
～
11
月
９
日（
火
）

　
　
　
　
10
時
～
15
時

▼
場
所　
町
指
定
文
化
財
・
佐
々

木
家
屋
敷（
涌
谷
町
涌
谷
字
黄
金

迫
７
）

▼
入
場
料　
無
料

▼
そ
の
他　
駐
車
場
は
黄
金
公
会

堂
で
す
が
、
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が

あ
る
た
め
公
共
交
通
機
関
な
ど
の

利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ト
イ
レ
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご

園
区
の
幼
稚
園
に
「
子
ど
も
の
た

め
の
教
育
・
保
育
給
付
認
定
申
請

書
」
と
「
入
園
願
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
入
園
に
必
要
な
書

類
は
各
幼
稚
園
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
の
際
は
事
前
に

幼
稚
園
に
電
話
連
絡
の
上
、
訪
問

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
預
か
り
保
育（
常
時
）に
つ
い
て

預
か
り
保
育（
常
時
）を
利
用
す
る

に
は
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
希
望
者
は
、

必
要
書
類
を
各
幼
稚
園
に
提
出
願

い
ま
す
。
書
類
を
提
出
後
、
面
談

の
上
、
利
用
の
決
定
を
し
ま
す
。

な
お
、
保
育
の
必
要
性
と
は
保
護

者
が
就
労
し
て
い
る
な
ど
の
理
由

で
児
童
を
家
庭
で
保
育
で
き
な
い

こ
と
を
い
い
ま
す
。
預
か
り
保
育

の
利
用
に
必
要
な
書
類
は
各
幼
稚

園
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎
25
ー
7
9
0
6

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時　
11
月
20
日（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
開
場
９
時
30
分

▼
場
所　
涌
谷
公
民
館

▼
演
奏
者　
ギ
タ
ー
：
小こ

関せ
き

佳よ
し

宏ひ
ろ

コロナ対策お知らせ イベント相談 募集

す
る
事
業
者（
大
企
業
除
く
）な
ど
。

な
お
、涌
谷
町
飲
食
店
等
新
生
活

ス
タ
イ
ル
移
行
支
援
補
助
金
、
宮

城
県
の
飲
食
店
感
染
予
防
環
境
整

備
支
援
事
業
費
補
助
金
の
交
付
を

受
け
た
事
業
者
は
除
き
ま
す
。

▼
補
助
率　
補
助
対
象
経
費（
税

抜
）の
３
分
の
２
以
内（
上
限
10
万

円
）。
な
お
、
工
事
ま
た
は
物
品

購
入
先
が
町
内
事
業
者
の
場
合
は
、

補
助
率
が
10
分
の
10
以
内(

上
限

10
万
円)

。

▼
補
助
対
象
経
費

▽
工
事
費
・
改
修
費　
換
気
扇
、

換
気
用
の
窓
の
設
置
、
給
排
気
機

能
付
き
空
調
設
備
の
設
置
な
ど

▽
物
品
な
ど
の
購
入
費
用　
飛
沫

感
染
防
止
パ
ネ
ル
、
非
接
触
型
体

温
計
、
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
カ
メ
ラ
、

二
酸
化
炭
素
濃
度
測
定
器
な
ど
。

マ
ス
ク
や
消
毒
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど

の
消
耗
品
は
除
き
ま
す
。

▼
申
請
方
法　

涌
谷
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
必
要
書
類
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　
令
和
３
年
10
月
15
日（
金
）

～
令
和
４
年
２
月
７
日（
月
）

　
当
日
消
印
有
効

▼
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
商
工
観
光
班

☎
43
ー
２
１
１
９

持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。
定
員

は
先
着
10
人
で
す
。

▼
日
時　
11
月
28
日（
日
）10
時

▼
場
所　
涌
谷
町
町
民
医
療
福
祉

セ
ン
タ
ー
栄
養
指
導
室

▼
参
加
費　
涌
谷
町
国
際
化
協
会

会
員
は
無
料
で
、
一
般
参
加
は

５
０
０
円

▼
持
参
物　
エ
プ
ロ
ン

▼
申
込
方
法　
左
記
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
班

☎
43
ー
２
１
１
２

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
伴
う
事
業
の
中
止

●
令
和
４
年
新
年
祝
賀
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
班

☎
43
ー
２
１
１
２

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
感
染
防
止
対
策

補
助
金

　
町
内
の
事
業
所
や
店
舗
な
ど
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
防
止
対
策
を
促
進
す
る
た
め
、

感
染
防
止
対
策
を
行
う
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者　
町
内
に
事
業
所
、

事
務
所
、
店
舗
お
よ
び
施
設
を
有
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11月の納付と納期限

決められた納期限まで納付しましょう
国保税　　　　　　５　期
介護保険料　　　　５　期
固定資産税　　　　４　期
後期高齢保険料　　５　期
上下水道料金　 　１１月分

納期限は、11月30日（火）まで

《防災行政無線の内容を確認できるサービス》
聞き逃した直前の防災行政無線の内容を確認できます。
テレフォンサービス（無料通話）
☎0800-800-9949
メール配信サービス（登録無料）

さまざまなお悩みに合った相談窓口を開設しています
相談名 日時 場所 相談内容 問い合わせ先

人 権 相 談 11月9日（火）
10:00～15:00

役場
大会議室 虐待や差別、いじめなどの人権問題。

町民生活課町民生活班
☎43-2113行 政 相 談 11月9日（火）

10:00～12:00
役場
大会議室 国、県、町の行政全般についての苦情や意見要望。

消 費 生 活 相 談 毎週月・木曜日
9:00～15:00

町民生活課　
町民生活班

クーリング・オフなどの消費生活に関する悩み
や疑問。

も の 忘 れ 相 談 月曜日～金曜日
9:00～17:00

町民医療福祉
センター 本人、家族のもの忘れや認知症に関すること。 福祉課包括支援班

☎25-7903

生 活 相 談 11月25日（木） 
13:00～15:00

箟岳地域ケア
センター
相談室

日常生活上の心配ごとや困りごと。 涌谷町社会福祉協議会
☎43-6661

青 少 年 相 談 月曜日～金曜日
9:00～17:00 涌谷公民館 青少年非行の早期発見、青少年の悩みなどの相

談に関すること。
青少年相談室
☎43-5191

栄 養 相 談 11月19日（金） 
9:00～17:00

町民医療福祉 
センター

食事と栄養に関することならなんでも気軽に相
談ください。

健康課健康づくり班
☎25-7973

精神保健福祉相談 11月19日（金） 
14:00～15:00

大崎合同庁舎
2階診察室

心の悩みを抱えている人の相談に応じます。
北部保健福祉事務所

（大崎保健所）
母子・障害第二班
☎87-8011
※相談は予約制です

思春期・青年期
ひきこもり相談

11月15日（月） 
13:00～16:00

自宅に引きこもっている人やその家族の人の相
談に応じます。

ア ル コ ー ル
関 連 問 題
相談・家族教室

11月2日（火） 
11:00～

アルコールやギャンブルなど複雑な問題で困っ
ている人の相談に応じます。

障害者福祉相談 月曜日～金曜日
8:30～19:00 結の郷わくや 身体・知的・精神の3障害の相談に応じます。

涌谷町基幹相談支援セン
ター（結の郷わくや内）　
☎25-9675

農 家 相 談 11月5日（金）
9:00～10:30

役場まちづく
り会議室

農地の移動や転用、農業者年金などについて、
農業委員と農業委員会事務局が相談に応じます。
相談に応じる農業委員は、髙成貫治委員、白幡
利政委員、渋谷ミホ委員です。

農業委員会事務局総務班
☎43-2120

農業委員会総会 11月24日（水） 
9:00～ 役場大会議室 農地利用の許可申請について農業委員が協議し

ます。どなたでも傍聴できます。

夜 間 納 税 相 談 11月24日（水）
17:15～19:00 税務課納税班 納税にかかわる相談に対応します。 税務課納税班

☎43-2114

スマートフォン・PC ガラケー

役場各課・施設・団体の電話番号

■新型コロナウイルス感染症対策室 ☎２５ー３６３０
■議会事務局� ☎４３ー２１２７
■総務課� ☎４３ー２１１１
■防災交通班� ☎４３ー２１１６
■企画財政課� ☎４３ー２１１２
■町民生活課� ☎４３ー２１１３
■税務課� ☎４３ー２１１４
■会計課� ☎４３ー２１１８
■まちづくり推進課� ☎４３ー２１１９
■農林振興課� ☎２５ー８５１１
■農業委員会事務局� ☎４３ー２１２０
■建設課� ☎４３ー２１２９
■上下水道課� ☎４３ー２１３１
■教育総務課� ☎４３ー２１４０
■生涯学習課・涌谷公民館� ☎４３ー３００１
■町民医療福祉センター� ☎４３ー５１１１
■総務管理課� ☎２５ー３１１８
■健康課国保介護班� ☎２５ー７９７２
■健康課健康づくり班�  ☎２５ー７９７３
■福祉課福祉班� ☎２５ー７９０２
■福祉課包括支援班 � ☎２５ー７９０３
■子育て支援室 � ☎２５ー７９０６
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